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京都　すべての地域に教基法の共同と地域集会めざし取り組み中
　
京都では、６・４府民大集会の成功など、この間の通常国会中のたたかいを通じて、地域の教育共同組織が生まれています。乙訓地域では、乙訓地労協が地元乙訓教職員組合や府立高教組分会と相談してネットワークを結成。連合系労組や地元九条の地域の会にも広く呼びかけて、この間地域集会や宣伝、２市１町すべてでデモを展開しています。

久しぶりに地域集会を開催し、連絡組織をつくった船井・北桑田地域や、地域集会を６月に開催するために実行委員会に２０団体が参加した相楽地域、京都市内伏見区では教組や新婦人、労組など「子どもと教育・文化を守る伏見連絡会」が８月２６日に同区内６カ所で「子育てと教育を語るつどい」をいっせいに開催。教育基本法改悪案で教育がどう変えられようとしているのかを学び、教育に何が必要か父母・地域・学校の現場から出し合い共に考えようと呼びかけています。

西京健康友の会や京都市教職員組合西京支部などでつくる「こどもたちのすこやかな成長について学び合う西京の会」は学習講演会「子どもたちの未来があぶない、今こそ生かそう教育基本法」を開催し、１２０名が参加しました。いま、引き続き定時制教育の実態を学ぶ学習集会を８月に予定するなど、各地で多彩な共同がひろがっています。

北部では、８月２９日に福知山市で、北部の労組や団体、個人の賛同を得て、堀尾輝久氏を招いた北部大集会の準備がすすんでいます。京都市北・上京区では、地元の労組・団体が共同で、「格差社会反対…」と暮らしの願いと憲法・教育基本法を守る願いを大合流させて集会を成功させました。いま、「構造改革」路線への怒りと憲法・教育基本法改悪反対の大運動で、地域府民運動をつくる計画がはじまっています。

　京都総評・京教組などでつくる子どもと文化・教育を守る府民会議は、「９月臨時国会開会までにすべての地域で共同組織をつくろう！」「１０月本格審議までに地域集会を開こう！」と夏の間に学習と総決起の体制をつくり、９月３日には総決起のための全地域から参加を呼びかける意思統一集会を準備、国会重要段階での大集会を計画中です。

７月末の地元へ戻ってきた国会議員に対する一斉要請行動では、民主党議員と「対案」について話し合う行動ともなりました。「閉会中が肝心」を合言葉に、廃案をめざして、全力奮闘中です。
島根　憲法・教育基本法の改悪とめよう！県民の集いに１１５０人！

８月１２日に出雲市民会館で開催した「憲法・教育基本法の改悪とめよう！　子どもと教育の未来をひらく８・１２県民１０００人の集い｣は、目標の１０００人を大きく上回る１１５０人が、隠岐島を含む県内各地から貸切バスや自家用車で集まり、大成功を収めました。

この「集い｣は、秋の臨時国会に向けて、憲法・教育基本法の改悪反対の声を広げ大きくするために、島根県教組がよびかけ、しまね労連・新婦人県本部・民商・市民団体など６０団体が後援し、まず組合員・会員など構成員、そして、家族、同僚、地域の人々に広げるとりくみに踏み出すことをめざして企画されたものです。

しまね労連は、２月の幹事会で島根県教組の提起に応えて「教育基本法は教組だけの問題ではなく、憲法とともに全国民的問題である」と確認してとりくんできました。

２月末には全県要請キャラバンを支部・分会を含む加盟組織・友好団体へ、３月31日の教育基本法施行記念日には県内７つの市で街頭宣伝署名行動、東西部２か所で講演会、教基法改悪法案が提出された4月28日前後には６つの市で抗議の座り込み・街宣・署名を行いました。平和と憲法を守る島根県共同センターにも参加して、松江市で毎週１回の昼街宣・署名を続けるとともに、４月・５月・６月の３回、ＪＲ松江駅で早朝、それぞれチラシ700枚・800枚・ティッシュ900個を配布しました。また、各地域労連単位での教基法連絡会の結成を追求し、まず大田市で結成し、精力的に活動しています。

これらのとりくみは「教基法ＦＡＸニュース」を週１～２回、要請した団体・個人に送信しています。

「８・１２県民の集い」に向けては、「少人数でも集まって短時間でも学習すると顔が変わる」という報告が各地からあがりました。８月に入ってからは県教組・新婦人・しまね労連は毎日集約体制をとりました。

「８・１２県民の集い」は、

· ステージに彩り鮮やかに大きく掲げられた県教組松江八束支部の「教育基本法全文タペストリー」と出雲簸川支部の「メッセージ寄せ書きヒマワリ」を背景に

· 地元実行委員会の「あなたが夜明けをつげる子どもたち｣の合唱、松江の若者デュオの爽やかな歌声、ザ・ニュースペーパーの本質を鋭く突く抱腹絶倒のコント

· ちひろの絵を写しながら子ども・平和・憲法への思いを伝える松本由理子さんの感動的な講演

· 集いを協賛した島根大学職組、憲法・教基法を守る立場で国会で奮闘する共産党・社民党からのメッセージ

· 地元や高校生も応援しての２人の保護者・退職教員・現職教員による体験に基づくリレートーク

など内容の濃いものになりました。また、会場でお願いした運動資金カンパには、約３００名から合計約３０万円の協力がありました。

この集いの成功は、私たちの運動に確信をもたらすとともに、全国各地の運動への励ましにもなるでしょう。今後は、この集いでもよびかけたとりくみ、

・　集まること　　・　学ぶこと　　・　働きかけること

によって、憲法・教育基本法を守り生かそうという人の輪を広げていくことをめざします。さしあたり、この集いの参加者を中心に感想交流・報告会をよびかけています。そのために、集会を記録した写真・動画のＤＶＤ化、学習会の講師の派遣を準備しています。

【＊＊＊このニュースを各組織・団体に配信してください＊＊＊】

